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キヤノン株式会社 (以下 「キヤノン」といいます。)と キヤノンメディカルシステムズ株

式会社 (以下「CMSC」 とぃぃます。)は、2019年 4月 24日付株式交換契約に基づき、2019

年 7月 1日 を効力発生日として、キヤノンを株式交換完全親会社、CMSCを株式交換完全子

会社とする株式交換 (以下、「本株式交換」といいます。)を行いました。

本株式交換に関する事項は下記のとおりです。

1.株式交換が効力を生じた日

本株式交換が効力を生じた日は 2019年 7月 1日 です。

2.株式交換完全子会社における次に掲げる事項

(1)会社法第 784条の 2の規定による請求に係る手続の経過

会社法第 784条の 2の規定に基づく請求を行った CMSCの株主はおりませんでし

た。

(2)会社法第 785条、第 787条及び第 789条の規定による手続の経過

①会社法第 785条の規定による手続の経過

CMSCは、会社法第 785条第 3項の規定により、その株主に対し、本株式交換をす

る旨並びに株式交換完全親会社の商号及び住所を 2019年 6月 6日 付で通知いたしま

した。なお、会社法第 785条第 1項の規定に基づき株式の買取請求をした CMSCの株

主はおりませんでした。
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②会社法第 787条の規定による手続の経過

該当事項はありません。

③会社法第 789条の規定による手続の経過

該当事項はありません。

3.株式交換完全規会社における次に掲げる事項

(1)会社法第 796条の 2の規定による請求に係る手続の経過

本株式交換は、会社法第 796条第 2項本文に規定する場合に該当するため、キヤ

ノンの株主は会社法第 796条の 2の規定に基づく株式交換の差止請求をすることが

できません。

(2)会社法第 797条及び第 799条の規定による手続の経過

①会社法第 797条の規定による手続きの経過

キヤノンは、会社法第 797条第 4項の規定により、その株主に対し、本株式交

換をする旨並びに株式交換完全子会社の商号及び住所を2019年 5月 9日付で電子

公告にて公告いたしました。なお、本株式交換は、会社法第 796条第 2項本文に

規定する場合に該当するため、キヤノンの株主は会社法第 797条第 1項の規定に

基づく株式の買取請求をすることができません。

②会社法第 799条の規定による手続の経過

キヤノンは、会社法第 799条第 2項の規定により、2019年 5月 9日付の官報及

び電子公告において債権者に対し本株式交換に対する異議申述の公告を行いまし

たところ、異議申述期限までに会社法第 799条第 1項に基づきキヤノンに対して異

議を述べた債権者はおりませんでした。

動 4.株式交換により株式交換完全親会社に移転した株式交換完全子会社の株式の数
本株式交換によリキヤノンに移転した CMSCの株式の数は、CMSCの発行済株式の総数

134,980,000株からキヤノンが保有するCMSCの株式 133,630,200株を除いた 1,349,800

株です。



5。 その他株式交換に関する重要な事項

キヤノンは、会社法第 796条第 2項の規定に基づき、株主総会の承認を得ることな

く本株式交換を行いました。なお、会社法第 796条第 3項の規定に基づき本株式交換

に反対する旨を通知したキヤノンの株主 (当該株主総会で議決権を行使することがで

きるものに限る。)は 5名であり、その通知に係る株式の数は合計 62,300株でした。
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